
太陽光パネルリユース・リサイクルについて
太陽光リサイクル法制度にまつわる最新情報と取り組みについて



2

事業内容

ソフト

アセット

金属
スクラップ

産廃処理

海外

産廃処理
コンサル

EPC/O&M

経営理念
誠実・感謝・感動

パーパス
環境課題を価値に転換し世界をインスパイアする

経営ビジョン
「誠実・感謝・感動」をモットーに

環境ソリューションのファーストコールカンパニーになる

1973

設立

1993

産廃事業
開始

1997 2003

蛍光灯処理
開始

鉛蓄電池
リユース
開始

2008

関東進出

2015

PCB
処理開始

2017 2022

PV処理
開始

（一社）
SP2R

協会設立

2023

リクシア㈱
設立

2024

使用済み
紙おむつ
処理開始

沿革

拠点

金属
スクラップ

海外

産廃処理
コンサル

EPC/O&M

東京支社（東京都新宿区）

TRC（東京都江戸川区）

TSO（東京都江戸川区）

KELC（東京都大田区）

本社（大阪府高槻市）
ORC（大阪府高槻市）

KPRC（京都府八幡市）

中部事業所（愛知県豊川市）

九州営業所（福岡県北九州市）

ORC：大阪リサイクルセンター

KPRC：京都PVリサイクルセンター

TRC：東京リサイクルセンター

TSO：東京リサイクルセンターサテライトオフィス

KELC：京浜島エコロジセンター

会社概要

金属
スクラップ

産廃処理

海外

産廃処理
コンサル

EPC/O&M

商 号｜株式会社浜田

本社所在地｜大阪府高槻市真上町2-2-30

資 本 金｜3,000万円

設 立｜1973年11月8日

従 業 員 数｜197名（2025年9月1日時点）

売 上 高｜41.6億円（2025年7月期）

代 表 者｜代表取締役 濵田 篤介

会社紹介
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全国の現場・事務所で排出される産業廃棄物について、

全国の「安心・安全」な優良処理業者ネットワークを活用

したワンストップサービスを提案いたします。今までかかってい

た手配業務やコンプライアンス問題を解決いたします。ま

た、独自のノウハウで、廃棄物の有価物化提案も可能で

す。

廃棄物処理トータルサポート（一元管理）

廃棄物の有価物化

優良な処理事業者をご提案

産業廃棄物リサイクル事業

多品種多品目広域運搬

様々な車両を保有

関西・関東は、様々な廃棄物品目の収集運搬が可能。

他のエリアは、パートナー企業との連携により、広域回収

が可能です。自社では、ユニック付車両やパワーゲート付

車両を保有しており、街中での引取に適しております。ま

た、コンテナ車も保有しておりますので、工事現場へのコン

テナ設置及び回収が可能です。

金属スクラップリサイクル事業

鉄・非鉄金属の買取

レアメタルの買取

金属スクラップであれば、どんなものでも対応可能です。

今まで価値が付かなかったものでも、弊社の選別と圧縮

や切断処理により、有価物化や廃棄コストの低減につ

ながります。また、独自ルートにより非鉄金属も高価買

取が可能です。

事業紹介
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太陽光パネルリユース＆リサイクル

使用済み太陽光パネルの買取・販売・各種設置および撤

去工事・廃棄処分までワンストップでご提案を行います。

自社工場では、リサイクル率の高い処理が可能です。

事前調査義務化とともに、工事実施時の工数が増えてい

ます。検体採取・分析と廃棄処分をワンストップで対応い

たします。

アスベスト（石綿）含有廃棄物処理 解体及び撤去工事

太陽光発電設備の撤去工事やPCB含有機器の撤去作

業、アスベスト除去工事等、特定の工事に特化した対応

が可能です。

フロン回収

空調機器等に含まれるフロンを現地回収や持ち帰り、

工場にて、回収を行い、適正な処分が可能です。

処理困難物処理

PCB含有機器の収集運搬及び処分や水銀含有産業

廃棄物の回収も可能。その他あらゆる処理困難物の廃

棄ご提案が可能です。

PC及びHDD等機密処理

顧客情報を含んだ機器を「物理破壊」や「磁気破壊」を

行います。その後は、金属として適正にリサイクルが可能

なため、1社で、すべてが完結します。

事業紹介



➢ 東京都でPV処理事業スタート
【PV専用装置では東京都初】

➢ 京都PVリサイクルセンター開設
（以下「KPRC」)【PV専門処理工場開設】

➢ 移動式アルミフレーム、ジャンクションBOX分離装置を開
発

➢ AGC株式会社とPVガラスの水平リサイクル開始

➢ セントラル硝子プロダクツとPVガラスの水平リサイクル開始

➢ 資源循環システム表彰受賞 ※1

➢ 太陽電池モジュールのリサイクル方法特許取得

➢ 国内資源循環体制構築に向けた再エネ関連製品及び
ベース素材の全体最適化実証事業採択 ※２

➢ 一般社団法人太陽光パネルリユース・リサイクル協会設立

➢ 東京都太陽光発電設備高度循環利用推進協議会へ参画

2015 2017 2020 2021 2022 20232019

➢ 早稲田大学などとリサイクル共同研究
【太陽光パネルの選択的解体方法およ
び解体装置の特許出願

➢ 丸紅㈱とリクシア㈱を設立

➢ KPRCにPVリサイクルハンマーの増設

2024

➢ 太陽電池モジュールのリサイクル方法特許出願

➢ サーキュラーエコノミーあいち参画

➢ NEDO：太陽光発電リサイクル技術開発
プロジェクト「低コスト分解処理技術実証」

2025

➢ KPRC処分業許可取得

➢ アルミフレーム・J-BOX分離装置特許所得

※１ 一般社団法人産業環境管理協会資源・リサイクル促進センター

※２ 公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団 5

太陽光パネル2R事業の取り組み

https://www.cjc.or.jp/news/topics/entry000262.html
https://www.jwrf.or.jp/individual/5a5a22c2a2a952e81bcb44098fc911342c9e4e00.pdf
https://www.jwrf.or.jp/individual/5a5a22c2a2a952e81bcb44098fc911342c9e4e00.pdf


太陽電池モジュール廃棄物発生量の見通し（国内）



リサイクル

粉砕

ガラス・金属混在

産廃として埋立

焼却後、路盤材
ガラス/セル/EVA

モジュール

アルミフレーム

手作業

現状の

課題環境負荷大

現状の
課題

太陽光パネル廃棄に対する現状の課題

◼製造時にはんだ付けで鉛 を使用

有害
物質

「安定型最終処分処理場」

受入不可
埋立

問題 ◼最終処分場の残余容量に限りがある

R3年度4月時点

残り19.7年
出所：環境省
R4 産業廃棄物処理施設の
設置、産業廃棄物処理業の
許可等に関する状況（令和3
年度実績等）について

「管理型最終処分処理場」

最終処分処理場の約40％

人の管理とコストがかかる



市場トレンド
太陽光パネルのリユース・リサイクルに対する重要性の高まり

【朝尾環境大臣コメント】
※2025年8月29日「環境大臣、経済産業大臣閣議後記者会見録」

太陽光パネルのリサイクル技術の実証、リサイクル設備の設置補助などに必要な予算を
計上しており、太陽光パネルのリサイクルを推進してまいります。

【武藤経済産業大臣コメント】
※2025年8月29日「環境大臣、経済産業大臣閣議後記者会見録」

太陽光パネルの適正な廃棄・リサイクルは、地域との共生における重要な課題だと
認識しています。
引き続き、環境省と連携し、制度案の見直しも視野に入れながら、
検討作業を進めてまいりたいと考えています。

※2022年2月25日「参議院 予算委員会」 岸田首相発言



• 環境省と経済産業省は2026年1月23日、使用済み太陽光パネルのリサイクルに向けた新たな制度案を発表
➢ 2026年4月3日に政府は閣議決定
➢ 多量の事業用太陽電池廃棄物の排出者等に対し、リサイクルへの取組を義務化する方針

太陽光パネルのリサイクル制度について



太陽光パネルのリサイクル制度について

太陽光パネルリサイクル制度 各セクターの役割

基本方針策定、技術開発・施設整備支援、率先実施

環境配慮設計、
含有物質情報の開示

国の判断基準に基づく
廃棄抑制・リサイクル実施
多量排出時の計画届出

処分方法の提示、
高度な設備の導入、
認定事業計画に基づく
適正・広域処理



• リサイクルの取組主体は、「太陽電池廃棄者」≒太陽光発電事業者

• 太陽電池廃棄者はリサイクルへの取り組みが責務として定められ、収益事業者は国からの指導/助言対象

• 多量に排出する発電事業者は、排出実施計画届の提出、判断基準以上のリサイクルが義務付け

太陽光パネルのリサイクル制度について



太陽光パネルのリサイクル制度について

Step1

計画策定

Step2

国への届出

Step3
30日間の待機時間
原則として、届け出受理から30日

経過まで廃棄不可

Step4

廃棄実施

多量事業用太陽電池廃棄者の「事前届出」プロセス

• 多量事業用太陽電池廃棄者は、届出の受理から30日経過後でなければ、太陽電池の廃棄ができない

• 届出の内容が国の判断基準に対し不十分な場合、国から計画の変更等を勧告・命令が下される

【計画策定の内容】
• 廃棄する太陽電池の重量
• 排出予定時期
• 処分方法
• 工事の発注先
• 処分の委託先



太陽光パネルのリサイクル制度について

太陽光パネルリサイクル制度 各セクターの役割

基本方針策定、技術開発・施設整備支援、率先実施

環境配慮設計、
含有物質情報の開示

国の判断基準に基づく
廃棄抑制・リサイクル実施
多量排出時の計画届出

処分方法の提示、
高度な設備の導入、
認定事業計画に基づく
適正・広域処理



太陽光パネルのリサイクル制度について

• 太陽光電池を一定以上再資源化できる事業者を国が認定

➢ 認定事業者は、産業廃棄物収集運搬/処分許可が無くてもリサイクル事業が可能に

➢ リサイクル事業の広域化、効率化 および処理キャパシティの増加を目指す



太陽光パネルのリサイクル制度について

太陽光パネルリサイクル制度 各セクターの役割

基本方針策定、技術開発・施設整備支援、率先実施

環境配慮設計、
含有物質情報の開示

国の判断基準に基づく
廃棄抑制・リサイクル実施
多量排出時の計画届出

処分方法の提示、
高度な設備の導入、
認定事業計画に基づく
適正・広域処理

・廃棄者の指示等に従った適正処分
・廃棄者への情報提供

解体工事業者等 ※NEW!!

• 太陽電池廃棄物を排出する者（解体工事業者等）の役割が新たに追加され、
• 太陽電池廃棄者（発電事業者）の指示に従った適正処理を実施する必要がある
太陽電池廃棄物を排出する者（解体工事業者等）の役割が新たに追加され、
太陽電池廃棄者（発電事業者）の指示に従った適正処理を実施する必要がある



太陽光パネルのリサイクル制度について

太陽光パネルリサイクル制度 各セクターの役割

基本方針策定、技術開発・施設整備支援、率先実施

環境配慮設計、
含有物質情報の開示

国の判断基準に基づく
廃棄抑制・リサイクル実施
多量排出時の計画届出

処分方法の提示、
高度な設備の導入、
認定事業計画に基づく
適正・広域処理



太陽光パネルのリサイクル制度について

国・地方公共団体の役割

※記載予算の内数を計上

• 国は各主体の役割およびリサイクル目標を制定すると同時に、リサイクル費用低減に向けた技術開発および
施設整備の促進、リサイクル体制構築に予算計上

• 多量事業用廃棄者の要件見直しも見込まれており、より幅広い廃棄者を対象としたリサイクル義務化の可能性も



太陽光パネルのリサイクル制度について

• 太陽光パネル導入量に対して、リサイクラーの処理能力が大きく不足

➢ リサイクル義務化に伴い、排出者がリサイクルしたくても、リサイクラーが受入できない状況が予測される



PVパネルの処理方法の分類とそれぞれの特徴

処理方法 区分 処理機 / 処理技術 メーカー・開発者 処理技術の特徴 処理後のガラス １台あたり能力

① 切断 ホットナイフ処理 株式会社エヌ・ピー・シー
• 約300℃に加熱したナイフでEVAを溶融し、

ガラスを割らずに、その他の部材と分離する。

• 板状で回収

• ガラス側のEVA残膜厚

0.1mm以下

約10.8ｔ/日

② 熱処理 熱分解処理方式 株式会社新菱

• 窒素雰囲気の分解炉でEVAを熱分解し、

発生したEVA分解ガスを、大気雰囲気の燃

焼炉でLPGバーナーによって焼却する2段階

処理を行う。

• 板状で回収

• ガラス品位99.999％
約16.2ｔ/日

③ ガラス破砕

ブラスト工法 未来創造株式会社

• 粒状の投射材料を圧縮エアー又はモーター

駆動によってカバーガラス表面に噴きつけ、カ

バーガラスを剥離する。

• 粒状で回収

• 剥離したカバーガラスとブラスト材

は、ふるい装置で分別され回収

約2.4ｔ/日

ガラスわーけるⅢ型 廃ガラスリサイクル事業協同組合

• ローラーで大きなガラス片を剥離して、ブラシ
で、細かいガラスや導線、発電セルなどをそぎ
落とす。

• 剥がしたガラスなどは、ベルトコンベヤーで運び、

ホッパーで一時的に保管する。

• 粒状で回収

• 一体化した分別工程で、風力選

別、色選別、金属検知器を経て

各種素材に分別し、ガラス精製

システムにより異物を除去する

約9.6ｔ/日

ReSola 近畿工業株式会社
• ロール型圧縮破砕に数回通して、ガラスを除

去する。

• 粒状で回収

• ガラスの85～90%を回収
約4.8ｔ/日

PVリサイクルハンマー 株式会社チヨダマシナリー

• 回転リサイクルハンマー打撃工法により、加熱

したパネルをハンマーで打撃することでガラスを

破砕する。

• 粒状で回収

• １回の処理でほぼ完全にガラスを

分離可能

約4.8ｔ/日

出所：中央環境審議会循環型社会部会太陽光発電設備リサイクル制度小委員会



PVリサイクルフロー

銅等の評価で
スクラップリサイクル

アルミ原料として
リサイクル

板ガラスメーカー
にてガラス原料へ

精錬会社にて
溶解後Ag等抽出

処理プロセス

路盤材など

路盤材
（一部埋立）

精錬会社にて
溶解後Ag等抽出

路盤材
（一部埋立）



太陽光パネルの約6割をガラスが占める

◼ 太陽光パネルの重量構成比

路盤材, 

207.3t,17%

発泡ガラス, 

210t, 17%

グラスウール, 

144.3t, 12%

ガラス砂, 328.4t, 

26%

その他, 81.2t, 

7%

不明, 

264.9t, 21%

◼ PVガラスのリサイクル用途割合

現状、ガラスのリサイクル先は土木資材が主流

22

引用：太陽光発電開発戦略2020（NEDO PV Challenges 2020)

出所：令和６年度使用済再生可能エネルギー発電設備の
リサイクル等の推進に係る調査・検討業務より㈱浜田作成

太陽光パネルの重量比とガラスリサイクル用途



※2：旭ファイバーグラス㈱ https://sdgs.afgc.co.jp/sustainability-03/index.html

➢グラスウールはすでにリサイクルカレットの使用率が高い
➔太陽光パネルを受入キャパは少ない（組成調整など少なからず生原料の使用は必要）

使用率高

23

引用：令和３年度使用済太陽電池モジュールのリサイクル等の推進に係る調査

リサイクルカレット利用用途の現状



リサイクルカレットの受入規格

◼ PVガラスの高度利用するため、水平リサイクルできる受入規格は？

種類 異物 サイズと許容濃度

有機化合物 フィルム、紙、ゴム、木片等
10mm未満
20ppm未満

10mm以上
無いこと

砂利、セラミック、セメント等
0.5mm未満
10ppm未満

0.5mm以上
無いこと

鉄片 ステンレスを除く
1mm未満

10ppm未満
1mm以上
無いこと

非鉄金属類 アルミ、ステンレス等 無いこと

出典：AGC 板ガラスのリサイクルの現状と課題より、㈱浜田作成

既存処理設備での樹脂残存量

既存処理設備だけではガラス分離できても

板ガラスでの利用は出来ない。

依頼品名 WJ未処理

乾燥後重量(g) 41.3284

強熱後重量(g) 41.2854

減量(g) 0.0430

有機物量(ppm) 4084.50

引用：東京都産業技術研究所テスト依頼試験結果より
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ウォータージェット工法

分析結果

◼ ガラスの高度利用するための有機物除去プロセス

処理前

拡大写真

処理後

ウォータージェット工法を施したPVガラス比較写真

処理後のPVガラスにウォータージェット工法を施すことで、残存有機物量が10～20ppm以下まで除
去ができた。そのため、板硝子協会の受入基準に適合し水平リサイクルが可能となった。

➢特に難しいのがガラスの表面に凸凹なエンボス加工が施されており、その溝の中に有機物が
残ってしまう。今回の技術を使用すれば、それらも綺麗に除去が出来た。

依頼品名 サンプル① サンプル②

強熱前重量(g) 39.8558 40.1399

強熱後重量(g) 39.8556 40.1398

減量(g) 0.0002 0.0001

減少率（％） 0.001980 0.001060

有機物量(ppm) 19.80 10.60

引用：東京都産業技術研究所テスト依頼試験結果より

写真提供：㈱スギノマシ
ン

ウォータージェット工法

【特許】
発明の名称:「太陽電池モジュールのリサイクル方法」

特許番号:特許第7765110
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水平リサイクルの実用試験

◼ ウォータージェット処理後のガラス実用性確認

引用：AGC News Release 引用：セントラル硝子プロダクツ株式会社様ホームページより
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引用：ユニチカガラスビーズホームページより



【参考】一般社団法人太陽光リユース・リサイクル協会

◆理念
2012 年の再生可能エネルギーの固定価格買取制度(FIT制度)の開始を契機として、太陽光発電パネルの導入が急速に拡大している中、

当協会では適切な使用済みパネルのリユース・リサイクル促進のため、様々な啓発活動を行う。関係省庁及び地方自治体のカウンターパートと
しての役割を担うため、リユース・リサイクル業者だけでなく、発電事業者、太陽光パネルメーカー、リサイクル装置メーカー、ガラスメーカー、学術研
究者などの様々な主体と連携し、課題解決に向けた幅広い活動を展開し、使用済パネルの適切なリユース・リサイクルスキーム確立することを目
指す。

◆主な活動
（1）法整備・規制による適正処理の促進
（2）新たなリユース・リサイクル技術の研究・開発
（3）リサイクル資源（ガラス・バックシート等）の基準づくりと付加価値向上のための研究・開発
（4）太陽光発電にかかる全てのステークホルダーによる連携
（5）適切なリユース・リサイクル促進のための普及啓発活動等

◆設立日 2022年11月1日

◆会員数 91社（2026年2月時点）

すなわち、関係各主体が連携協力、協働することによって、使用済太陽光パネルの効率的で適正な2Rを促進する。

つまり、SDGsの第17番目パートナーシップの実現！



太陽光リユース・リサイクル協会（SP2R）について～加盟企業について～

計91社（2026年2月5日時点）
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リクシア㈱設立について

※丸紅(株)HP引用



リクシア㈱設立について

※リクシア(株)

パンフレット引用



情報PFの開発状況

様々な条件で、リユースパネルが購入可能



情報PFの開発状況

買取診断及び処分申込が同時に可能

✓データベースから型式等を選択することが可能！

✓買取に必要な情報を一括登録！



情報PFの開発状況

買取診断及び処分申込が同時に可能

✓廃棄費用算出に必要な情報を一括登録！

✓撤去依頼も可能！



情報PFの開発状況

リユース検査をパスした販売対象パネルが一覧で確認でき、検査データも必要に応じて開示可能。



株式会社浜田
営業部 藤岡知弥

Tel:080-7651-5940
E-mail:fujioka@kkhamada.co.jp

問い合わせ先
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